
 1

もみの木保育園 「ものの見方・考え方」学習会（第８回） 

いのちの起源への旅（前半） 
２０１１．１．２５ 

岡山県労働者学習協会 長久啓太 

ブログ｢勉客商売｣ http://benkaku.typepad.jp/blog/ 

 

 

はじめに：科学的な世界観を豊かに補強するものとしての「自然科学」 

 

 

一。「いのちの起源」を学ぶことの意味 

 １。簡単に私たちの「いのち」の起源をさかのぼってみましょう 

  ◇『いのちの起源への旅137億年』（前田利夫、新日本出版社、2011年）より 

 

  ◇私がいるのは両親がいるから、両親がいるのは祖父母がいたから･･･ 

 

  ◇さかのぼっていくと、こうなります 

   ＊私、みなさんをふくめて、現代に生きるすべての人の祖先は、およそ20万年前に

アフリカで生まれました。私たちは、みな、ホモ・サピエンス、という種です。 

   ＊ホモ・サピエンスは、サルの仲間、霊長類の 1 種です。600 万年～700 万年前

までさかのぼると、ヒトと最も近いチンパンジーとの共通祖先にたどりつきます。 

   ＊私たちは、哺乳類の動物です。哺乳類の祖先の起源は、２億 3000万年前、恐竜

の出現とほぼ同じころまでさかのぼれます。 

   ＊哺乳類の祖先となった四肢をもつ両生類が登場したのはおよそ 4 億年前、魚類か

ら進化しました。最古の魚類、背骨を持つ脊椎動物はおよそ 5 億年前に出現して

います。 

   ＊最古の動物化石は約6億5000万年前の地層から見つかっています。 

   ＊それより前は、長い単細胞生物の時代です。最初の単細胞生物が出現したのは約

40 億年前までさかのぼります。現在地球に生きているすべての生物の祖先は約

40億年前に生まれた原始生命体でした。 

   ＊生物を構成している物質（元素）は、すべて地球上に存在するものです。地球が

太陽系の一員として誕生したのは46億年前。しかし、生物を構成している物質は、

太陽系が出来上がる前に存在していた別の星（恒星）がつくりだしたものです。 

   ＊宇宙で最初の星（ファーストスター）が生まれたのは宇宙誕生から数億年後、い

まから 130 億年以上前のことです。これらの星の材料となる物質ができたのは、

宇宙誕生から数分後のことでした。 

 

     「私たちの存在は、長い宇宙の歴史のなかで、いまという時間を生きていると

いうことがわかります。あなたという存在も、私という存在も、長い宇宙のな

かでかつて存在したことはありません。延々と連なる祖先の営みの結果として

いま存在しています」（『いのちの起源への旅137億年』） 
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 ２。なぜ「いのちの起源」を学ぶのか 

  ◇知らなくても生きてはいける。でも。 

   ①ものごとを、歴史的にみる、流れのなかでみる、変化の過程としてみることで、

そのものの本質にせまれる。そして、自分や、まわりの環境も、「これからも変わ

っていくのだ」ということを見通せる。 

   ②他人や、まわりにいる動物や植物などと、「自分の共通性」がみえてくるというこ

とは、その対象への見方を豊かにする。 

   ③地球や生命、自分の「いのち」、人の「いのち」が“奇跡的な存在であること”“か

げがえがないこと”について実感できることは、すてきなこと。 

   ④過去を学ぶことで“いま”がみえてきて、未来についても考えることができる。 

 

 ３。いのちの起源は1回では語りつくせませんので･･･ 

◇今回の前半は、地球に生命が誕生するまで（約13７億年～約4０億年前までの話） 

  ◇次回の後半は、生命誕生から、私たち「ホモ・サピエンス」までの進化の歩み 

 

 

二。いのちの「生みの親」は星 

 １。ビックバンから始まった（「Ｎｅｗｔｏｎ」2010年 10月号で解説） 

  ◇「宇宙は膨張している」ということを発見（ハッブル、1924年） 

   ＊それまでは、宇宙は永遠の昔からあるもの、変わらないものとして考えられてい

た。この発見は、人類の宇宙にたいする見方を大きく転換させるものだった。 

  ◇宇宙が膨張しているなら、時間をさかのぼれば、宇宙は小さかったことになる 

   ＊宇宙は、非常に小さい超高温・超高密度の状態から出発し、その後の膨張を経て、

現在のような宇宙の姿に至ったというのが、「ビッグバン宇宙論」。 

   ＊このビッグバンが起きて、「時間」と「空間」が生まれた。 

   ＊およそ 137億年前のこと（誤差１％） 

  ◇誕生直後の宇宙は･･･ 

   ＊素粒子だけの世界から、原子核へ（３分後）、そして原子の誕生（38万年後） 

   ＊最初の星（ファーストスター）が生まれるのは、2億年～3億年後･･･ 
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 ２。元素の誕生物語－私たちの「生みの親」は星（「Ｎｅｗｔｏｎ」2011年 1月号で解説） 

  ◇地球や私たちの体は、どんな元素でできているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇でも、最初の宇宙には、ほとんど水素とヘリウムしかなかったんですよね･･･？ 

   ＊では、その他のより重い元素は、どこからきたのか･･･ 

  ◇「星（恒星）」内部の核融合反応 

   ＊星の一生と元素生成 

  ◇鉄より重い元素の生成について 

   ＊超新星爆発と、それほど重くない恒星の最終段階で。まだ謎の部分もある。 

  ◇私たちの「生」は、星の「死」がもとになっている 
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三。奇跡の星「地球」、そして生命の誕生へ 

 １。太陽系の誕生と地球誕生は同時期－46億年前 

◇ちりやガスが集まって 

 ＊太陽という恒星と、８つの惑星 

   ＊ちりとガスのかたまり（微惑星）同士が衝突し、惑星の誕生へ 

    ・水星、金星、地球、火星、木星、土星、天王星、海王星 

 ＊ちなみに、太陽の寿命はおよそ100億年ぐらいといわれている。 

◇宇宙のなかで、地球はどこにあるのか（「Ｎｅｗｔｏｎ」2010年 9月号で解説） 

   ＊天の川銀河（数千億の恒星の集まり）のなかにある 

   ＊宇宙のなかに、銀河自体が数千億個もある･･･（想像つきませんが） 

 

 ２。奇跡の星「地球」は、どのぐらい“まれ”な惑星か 

  ◇地球には、少なくとも名づけられた生物だけで200万種が存在 

   ＊宇宙的視野でみれば、これがいかに“特別”なことかが理解できる 

  ◇生命の惑星の基本条件は、安定して存在している「液体の水」 

  ◇そしてそのための基本条件はこれだけ必要･･･ 

   ①太陽からの距離が絶妙。金星ほど近くなく、火星ほど遠くない。液体の水が安定

して存在できる温度として、ちょうどよい距離にある。 

   ②岩盤型の惑星であればこそ。これも、液体の水の存在条件のひとつ。 

   ③地球は惑星としてのサイズが適切。小さければ大気が逃げてしまう。 

   ④太陽の寿命が短すぎない。重い恒星の惑星では、生命が誕生する前に恒星が燃え

つきる。太陽より８倍以上思い恒星は、遅くとも数千万年以内には超新星爆発を

おこして消し飛んでしまう。 

   ⑤地球は公転軌道が安定している。巨大惑星が三つあると軌道が乱れやすい。 

  ◇地球はいかにめぐまれた惑星か 

   ①広い海が、広範囲にわたって熱を移動させる 

   ②１日が２４時間（自転周期）であるから、灼熱や極寒が固定されない。 

   ③自転の傾きが23.4 度という絶妙さ。このことによって季節が生まれる。 

   ④大きな月のおかげで、自転軸の傾きの変化が小さくすんでいる 

   ⑤過剰な二酸化炭素が取り除かれたため、快適な惑星となった 

   ⑥プレートの運動がなかったら、地球全体が凍りつく 

   ⑦大気に大量の酸素が存在するのは地球だけ 

   ⑧生命が陸上に進出できたのも酸素のおかげ 

   ⑨地球内部で生み出されている磁場は、生命のゆりかごである 

 

  ◇この惑星だからこそ、生命、そして人類は誕生した。 

   ＊私たちが空を見上げて雲を見たり、季節の移ろいを感じたり、いろいろな「いの

ち」に囲まれて生きることができていたり、あるいは地球のなりたちについて思

いをはせるようなこと自体が、すでに大きな奇跡なのです。 

 

  ◇次回は、生命の誕生から、「ホモ・サピエンス」までの進化のあゆみです。 

 


